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組立・取扱説明書

このたびは、サカエ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。塗装は粉体塗装でサビ・キズ等に強く、汚
れも目立ちません。工場倉庫・店舗で、末永くご使用いただけます。

お使いになる人や、他の人への危険や財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただく内容を次の要領で説明しています。

安全上のご注意 必ずお守りください

積載荷重は、製品の耐荷重の範囲内にして下さい。それ以上載せたり、荷重が片寄りますと製品破損の恐れがあります。
※「均等の耐荷重」とは、棚板の表面に均一に荷重をかけた場合に、耐えられる重さの合計量をいいます。

誤った使いかたをすると「死亡または重症などを負う可能性が想定される」内容を説明しています。

誤った使いかたをすると「損傷または財産への損害が発生する可能性が想定される」内容を説明しています。

■耐荷重以上の物を置かない。
積載荷重は製品の耐荷重内にして下さ
い。それ以上載せたり、荷重が片寄ります
と破損の恐れがあります。

■もたれたり、ぶら下がったりしない。
製品にもたれたりぶら下がったり、また乗っ
かったりしないで下さい。転倒や転落事故
の原因になります。

■傾斜地では使用しない。
本体が転倒する恐れがあり、人や物に当
たりけがや破損の原因となります。

！ 警告

！ 注意

●１台あたりの最大荷重

DP-600D
DP-750D
DP-900D

2kg

品　　　番 均等耐荷重

■この製品は、室内または屋内用です。

屋外や水のかかるところでは、故障やさびの原因となりますので使
用しないで下さい。直射日光の当るところや温度・湿度の著しいと
ころでの使用は避けて下さい。変色や変形の原因となります。
■緩んだままで使用しないで下さい。

使用中にネジやパーツのゆるみなどガタツキが生じたときは組み
立て方にしたがって、締め直して下さい。緩んだままで使用して
いますと、変形や破損及び転倒の原因になります。
■移動時の注意

移動するときは、吊っている物や取り付けてある物を全て取り外
し、作業台と別々に移動させて下さい。天板に設置した状態で移
動させますと、安定がとりにくく、落下や破損の恐れがあります。

■必ず水平な場所に設置して下さい。

この製品は必ず水平な場所に設置して下さい。傾いた状態で設
置しますと、転倒事故の原因となります。また天板に設置する場
合はボルトでしっかりと固定して下さい。
■傾斜地では使用しないで下さい。

本体が転倒する恐れがあり、人や物に当たりけがや破損の原因
となります。
■高温の物を置かないで下さい。

製品の上にハンダゴテ等、高温になった機具類、熱い湯のみや
加熱したナベ・ヤカンなどを直接置かないで下さい。変色や変形
の原因となります。

■濡れたまま使用しないで下さい。

製品を水に濡れたままにしておきますと表面材の損傷やサビの原
因となりますので、必ず乾いたやわらかい布で拭き取って下さい。

■貸し出し時の注意

この製品を第三者に貸すときは、取扱方法を充分に説明し、この
説明書もお渡し下さい。

■乱暴な取り扱い

乱暴な取り扱いや用途以外の使用は避けて下さい。
■製品の不具合

製品に不具合が生じたときは、購入店へご相談下さい。
■特別な使用方法

特別なご使用をされる場合は、購入店へご相談下さい。
■サカエ製品の手入れ方法

通常は乾いた柔らかい布でから拭きして下さい。
汚れが著しい場合は、次の1～3の手順を守って汚れを落として
下さい。
１.薄めた中性洗剤につけた布を、かたく絞って拭いて下さい。
２.水につけた布をよく絞って、中性洗剤が残らないように拭いて
下さい。

３.乾いた柔らかい布で、水分が残らないように拭取って下さい。
※汚れが落ちない場合は、1～3の作業を繰り返し行って下さい。
※シンナー系の溶剤、アルカリ性の洗剤等は使用しないで下
さい。使用しますと表面材の損傷の原因となります。

ドロップイン配線ダクト

24I-2お客様相談室 ０１２０―５７５１０１
フリーダイヤル
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組み立てるまえに

組み立てかた

部　品　明　細

1

2

ドロップイン配線ダクト本体

ノブボルト　M8×45L

①

②

梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。 
※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
ダンボールを1枚ご用意ください。組み立てが容易になり、製品や床
への傷つきを軽減します。
※組み立て時は、必ず軍手等の保護具を着用してください。 

■ひずみなく製品を組み立てる方法
●組立時は、ビスを軽く締めておく
●完成後、水平な場所に製品を立て、ひずみの矯正をしてから、ボ
ルトを強く締め付ける

数　　量

ドロップイン配線ダクト
品　　名番号

1.作業台への組み付け

作業台の天板の側面側より①ドロップイン配線ダクトを取り付けます。下図のように作業台にセットして下さい。

《奥行方向へ取付の場合》 《間口方向へ２セット取付の場合》

2.ノブボルトを回して固定
②ノブボルトを回して固定させて下さい。間口方向へ2セット取り付ける際に、
天板中央部のノブボルトが締め付けにくい場合は反対側の作業台下部から手を回して
締め付けて下さい。

①

①

①

②


